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このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。 

架け橋期の教育の充実のために、みなさんの取組に生かしてください。 

こども青少年局保育・教育支援課  幼保小連携担当 045-671-3731 

  kd-youhosyo@city.yokohama.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年度より始まった「探究心を育む『遊び』研

究会」に、今年は 39施設からの応募があり、保育

所、幼稚園、小学校、特別支援学校の保育士・教

諭のみなさんが、研究員として集いました。 

年間を通して、「探究心を育む『遊び』研究会」

では、『遊び』を通じた学びの教育的意義や効果を

踏まえ、主体的な遊びや支援の在り方、環境づく

り等について研究してきました。 

その報告会を来る２月３日（土）12：00よ

り市庁舎アトリウムで行います。『遊び』を通

した子どもの育ちを、多くの皆様にご覧いただけ

ますよう、心よりお待ちしています。事前申し込

みは不要です。大人も子どもも、どなたでもご覧

いただけます。 

子どもの 

アレが育つ！？ 

39施設（保育所 27、幼稚園・認定こども園

５、小学校６、特別支援学校１）より、計

53名が研究員として参加しています。 

幼児期の主体的な遊びは、子どもの探究心

や好奇心、やり抜く力等の、いわゆる非認

知能力（社会情動的コンピテンシー）の育成

につながると言われています。 

講演会（全３回）で学びました 

★東京家政大学教授    佐藤 康富 先生 

★鶴見大学短期大学部准教授 鮫島 良一先生 

★お茶の水女子大学アカデミック・プロダクション 

特任教授  宮里 暁美 先生 

グループ協議で学び合いました 

 異なった施設が混ざった A～I の９つのグループに

分かれて、互いの実践や子どもの姿を持ち寄り語り合

いました。今年度は対面で毎回実施できたため、学ん

だことを持ち帰り、実践に生かす往還型研修として、

一層充実した研究会となりました。 

★ プログラム ★ 

令和６年２月３日（土）横浜市庁舎１Fアトリウム 

9:45～11:15 報告会プレビュー（12：05～の報告会と同内容です。参観いただけます。） 

12:05～13:35 第１部 報告会（ブースごとに分かれての発表） 

14:00～15:00 第２部 表彰式 


